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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月14日(2009.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各オーディオ信号が１つのオーディオチャンネルを表現する、少なくとも１つのオーデ
ィオ信号、又はこの少なくとも１つのオーディオ信号と同じ数のチャンネルを持つ少なく
とも１つのオーディオ信号を修正したものを処理するための方法であって、
　少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものをチャンネル再構成するため
の指令を導き出すステップであって、導き出したものにより受け取られるオーディオ情報
のみがこの少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものであることを特徴と
するステップと、
　（１）前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したもの、及び（２）前記
チャンネル再構成するための指令とを含む出力を出力するステップと、
　を具備する方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものは、それぞれ２以上のオ
ーディオ信号であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記オーディオ信号は、ステレオ音響のペアとなったオーディオ信号であり、前記修正
したものは、前記ステレオ音響のペアとなったオーディオ信号をバイノーラル形式にした
ものであることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記修正した２以上のオーディオ信号は、マトリックスデコーダでデコードされること
を特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記マトリックスデコーダは、能動マトリックスデコーダであることを特徴とする請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記修正した２以上のオーディオ信号は、マトリックスエンコードで修正したものであ
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ることを特徴とする請求項２、請求項４又は請求項５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記チャンネル再構成するための指令を導き出すステップでは、アップミックスするた
めの指令によりアップミックスしたとき、結果得られたオーディオ信号の数が、前記少な
くとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものからなるオーディオ信号の数より大
きくなるように、前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものをアップ
ミックスするための指令を導き出すことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものは、それぞれ２以上のオ
ーディオ信号であり、前記チャンネル再構成するための指令を導き出すステップでは、ダ
ウンミックスするための指令によりダウンミックスしたとき、結果得られたオーディオ信
号の数が、前記２以上のオーディオ信号からなるオーディオ信号の数より小さくなるよう
に、前記２以上のオーディオ信号をダウンミックスするための指令を導き出すことを特徴
とする請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものは、それぞれ２以上のオ
ーディオ信号であり、前記チャンネル再構成するための指令を導き出すステップでは、再
構成するための指令により再構成したとき、オーディオ信号の数は同じであるが、このよ
うなオーディオ信号を再生する１以上の空間位置が変化するように、前記２以上のオーデ
ィオ信号を再構成するための指令を導き出すことを特徴とする請求項１乃至請求項６のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記出力において前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものは、そ
れぞれ前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したもののデータ圧縮したも
のであることを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものは、周波数帯域に分割さ
れ、前記チャンネル再構成するための指令は、このような周波数帯域における信号につい
てのものであることを特徴とする請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　各オーディオ信号が１つのオーディオチャンネルを表現する、少なくとも１つのオーデ
ィオ信号、又は前記少なくとも１つのオーディオ信号と同じ数のチャンネルを持つ少なく
とも１つのオーディオ信号を修正したものを処理するための方法であって、
　少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したもの、及び、前記少なくとも１つ
のオーディオ信号又はそれを修正したもののチャンネル再構成のための指令を受信するス
テップであって、この指令は、受信したオーディオ情報のみがこの少なくとも１つのオー
ディオ信号又はそれを修正したものとなる指令導出方法により導き出されたものであるこ
とを特徴とするステップと、
　この指令を用いて、この少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものをチ
ャンネル再構成するステップと、
　を具備する方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものは、それぞれ２以上のオ
ーディオ信号であることを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記修正した２以上のオーディオ信号は、マトリックスデコーダでデコードされること
を特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記マトリックスデコーダは能動マトリックスデコーダであることを特徴とする請求項
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１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記修正した２以上のオーディオ信号は、マトリックスエンコードで修正されたもので
あることを特徴とする請求項１３乃至請求項１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記チャンネル再構成のための指令は、前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれ
を修正したものをアップミックスするための指令であり、前記チャンネル再構成は、結果
得られたオーディオ信号の数が、前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正し
たものからなるオーディオ信号の数より大きくなるように、前記少なくとも１つのオーデ
ィオ信号及びそれを修正したものをアップミックスすることを特徴とする請求項１２乃至
請求項１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものは、２以上のオーディオ
信号であり、前記チャンネル再構成するための指令は、前記２以上のオーディオ信号をダ
ウンミックスするための指令であり、前記チャンネル再構成するステップでは、結果得ら
れたオーディオ信号の数が、前記２以上のオーディオ信号からなるオーディオ信号の数よ
り小さくなるように、前記２以上のオーディオ信号をダウンミックスすることを特徴とす
る請求項１２乃至請求項１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものは、それぞれ２以上のオ
ーディオ信号であり、前記チャンネル再構成するための指令は、オーディオ信号の数は同
じであるが、このようなオーディオ信号を再生するそれぞれの空間位置が変化するように
、前記２以上のオーディオ信号を再構成するための指令であることを特徴とする請求項１
２乃至請求項１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記チャンネル再構成するための指令は、アップミキシングを有するバイノーラルステ
レオ音響を前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものの複数のバーチ
ャルなチャンネルにレンダリングする指令であることを特徴とする請求項１２乃至請求項
１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記チャンネル再構成するための指令は、バーチャルな空間位置再構成を有するバイノ
ーラルステレオ音響をレンダリングする指令であることを特徴とする請求項１２乃至請求
項１６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものはデータ圧縮されており
、前記方法は、前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものをデータ伸
張するステップをさらに具備することを特徴とすることを特徴とする請求項１２乃至請求
項２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものは、周波数帯域に分割さ
れ、前記チャンネル再構成するための指令は、このような周波数帯域における信号につい
てのものであることを特徴とする請求項１２乃至請求項２１のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項２４】
　請求項１２乃至請求項２３のいずれか１項に記載の方法であって、
　オーディオ出力を出力するステップと、
　前記オーディオ出力として、
（１）前記少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したもの、又は
（２）前記チャンネル再構成した少なくとも１つのオーディオ信号、
　のいずれか１つを選択するステップと、
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　をさらに具備する方法。
【請求項２５】
　前記受信した少なくとも１つのオーディオ信号又はそれを修正したものに応答して、オ
ーディオ出力を出力するステップをさらに具備する請求項１２乃至請求項２３のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのオーディオ信号及びそれを修正したものは、それぞれ２以上のオ
ーディオ信号であり、前記方法は、前記２以上のオーディオ信号をマトリックスデコーデ
ィングするステップをさらに具備することを特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記受信したチャンネル再構成した少なくとも１つのオーディオ信号に応答して、オー
ディオ出力を出力するステップをさらに具備する請求項１２乃至請求項２３のいずれか１
項に記載の方法。
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